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令和元年１０月１日現在の保育所等利用待機児童数について 

 

 本市における令和元年１０月１日現在の保育所等利用待機児童数は、国の調査要領に基

づく集計の結果、８０６人（前年度比５７人減）となりました。 

 また、保育を希望される方は年々増加しており、利用保留児童（希望どおり保育施設を

利用できなかった方）は、３，３１９人（前年度比４９１人増）となりました。 

依然として待機児童となっている方が多くいらっしゃることから、引き続き、認可保育

所等の整備をはじめ、多様な保育の受け皿確保に取り組んでまいります。 

 

１ 待機児童数の状況 

区  分 
令和元年 
10月１日 

平成 30年 
10月１日 

前年度比 

不承諾者数(A) ※１ 4,260人 3,685人 575人 

転園希望の申込みをされた方の中で、 

元の施設を継続利用する方(B) 
941人 857人 84人 

利用保留児童数(C)=(A)-(B) 3,319人 2,828人 491人 

ナーサリールーム等利用者数(D) 588人 518人 70人 

 ナーサリールーム、家庭保育室等 427人 407人 20人 

 幼稚園預かり保育 36人 59人 ▲ 23人 

 企業主導型保育事業 125人 52人 73人 

育児休業中の方 1,998人 1,636人  362人 

 復職意思のある方（待機児童に含む） 923人 861人 62人 

 復職意思のない方（待機児童に含まず）(E) 1,075人 775人 300人 

求職活動を休止されている方(F) ※２ 323人 250人 73人 

特定の保育所等のみ申込みされている方等(G) ※３ 527人 422人 105人 

待機児童数(H)=(C)-(D)-(E)-(F)-(G) 806人 863人 ▲ 57人 

※１ 転園希望の申込みをされた方を含む。 

※２ 子どもを保育しながら、主に自宅で求職活動をされている方を含む。 

※３ １施設しか申し込んでいない方や自己都合により内定を辞退された方、自宅の近くに利用可能で空き

がある保育施設があるものの、第１希望の保育施設でない等の理由により利用を希望されない方など。 

令和２年１月９日（木） 

問合せ先：のびのび安心子育て課 

担  当：計画係 吉田、加藤 

電  話：０４８－８２９－１９２８ 

Ｆ Ａ Ｘ：０４８－８２９－２５１６ 
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２ 年齢別の待機児童数及び利用保留児童数の状況 

  待機児童は３歳未満児が占めています。 

  また、待機児童、利用保留児童ともに、約半数が０歳児でした。 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 

待機児童数 
409 人 317人 80 人 0人 0人 0人 806人 

50.8％ 39.3％ 9.9％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 100.0％ 

利用保留 

児童数 

1,630 人 1,146人 331 人 160人 42人 10人 3,319人 

49.1％ 34.5％ 10.0％ 4.8％ 1.3％ 0.3％ 100.0％ 

 

３ 各年１０月１日現在の待機児童数等の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 令和２年４月に向けた認可保育所等の整備状況（見込み） 

施設種別 施設数 定員増加数 備考 

認可保育所 

認定こども園 

新設 16 施設 1,253人 － 

増改築 2 施設 65人 － 

定員変更 0 施設 0人 － 

小規模保育事業 
新設 5 施設 95人 － 

認可保育所移行 0 施設 0人 － 

事業所内保育事業 0 施設 0人 － 

合  計 21 施設 1,413人 － 

  ※ 増改築と定員変更は、施設数の増減がないため、施設数の合計に含めていません。 
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【参考】区別の待機児童数等の状況     

              （単位：人） 

 西 北 大宮 見沼 中央 桜 浦和 南 緑 岩槻 合計 

利用不承諾者数 
(A) ※１ 

394 397 393 489 293 195 649 768 447 235 4,260 

転園希望したが、元の
施設を継続利用(B) 

104 70 85 132 58 51 149 131 108 53 941 

利用保留児童数 
(C)=(A)-(B) 

290 327 308 357 235 144 500 637 339 182 3,319 

ナーサリールーム等 
利用者数(D) 

60 67 72 61 42 21 99 130 30 6 588 

育児休業中 163 198 186 161 156 93 331 373 214 123 1,998 

 復職意思あり 78 83 85 55 70 16 160 202 107 67 923 

 復職意思なし(E) 85 115 101 106 86 77 171 171 107 56 1,075 

求職活動を休止 
(F) ※２ 

35 25 23 45 22 16 28 53 51 25 323 

特定の保育所等のみ 
申込みなど(G) ※３ 

33 57 42 32 45 14 117 94 50 43 527 

待機児童数 
(H)=(C)-(D)-(E)-(F)-(G) 

77 63 70 113 40 16 85 189 101 52 806 

※１ 転園希望の申込みをされた方を含む。 

※２ 子どもを保育しながら、主に自宅で求職活動をされている方を含む。 

※３ １施設しか申し込んでいない方や自己都合により内定を辞退された方、自宅の近くに利用可能 

で空きがある保育施設があるものの、第１希望の保育施設でない等の理由により利用を希望さ 

れない方など。 


